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Ａ. 研究の背景と目的 

ゲーム行動症に関する研究では、家族は主と

して本人の問題行動に影響を与える要因として

扱われてきた。しかし、ゲームに関連する問題を

抱える人の家族自身が経験する困難や、家族関

係の変化、回復の過程については十分に明らか

にされていない。本研究は、ゲームに関連する問

題を抱える人の親・保護者が経験する困難の構

造と、家族の回復プロセスを明らかにすること

を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

【背景】 

ゲーム行動症に関する家族研究では、親や家族は主として本人の問題行動に影響を与

えるリスク因子・保護因子として扱われてきた。しかし、家族自身がどのような困難を

経験し、どのように生活や関係性を再構築していくのかは十分に明らかにされていな

い。本研究は、ゲームに関連する問題を抱える人の親・保護者が経験する困難と家族の

回復プロセスを明らかにすることを目的とした。 

【方法】 

ゲームに関連する問題を抱える人と同居する親・保護者 17 人（父親 3 人、母親 13 人、

配偶者 1 人）を対象に半構造化インタビューを実施した。得られた逐語録を Braun & 

Clarke による再帰的テーマ分析を用いて分析した。 

【結果】 

分析の結果、①子どものゲーム行動に支配される親・家族の生活、②張り詰めた家族関

係と会話のすれ違い、③親の慢性的な心理的負荷と心身の消耗、④家庭以外の場との

関わり、⑤親の関わり方の転換と距離の再調整、の 5 テーマが抽出された。 

【結論】 

ゲームに関連する問題を抱える親・家族は、生活や関係性の変化による負担を抱えな

がらも、外部支援との関わりを通じて本人との距離を再調整していた。家族の回復と

は症状の改善ではなく、問題を抱えたまま関係を維持しながら生活を再構成していく

プロセスであることが示唆された。 
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ゲームに関連する問題を抱える人と同居する

親・保護者 17 人を対象に半構造化インタビュー

を実施した。対象者はゲーム行動症の治療を行

う医療機関を通じて募集した。インタビュー内

容を逐語録化し、Braun & Clarke による再帰的

テーマ分析を用いて分析した。 

 

Ｃ．結果 

分析の結果、①子どものゲーム行動に支配さ

れる親・家族の生活、②張り詰めた家族関係と会

話のすれ違い、③親の慢性的な心理的負荷と心

身の消耗、④家庭以外の場との関わり、⑤親の関

わり方の転換と距離の再調整、の 5 つのテーマ

が抽出された。 

 

Ｄ．考察 

親は子どものゲーム問題によって生活や家族

関係に大きな影響を受ける一方で、学校や医療

機関、家族会などの外部資源との関わりを通じ

て状況に対処していた。また、親の関わり方は問

題行動の是正やコントロールから、本人との適

切な距離を模索する方向へ変化していた。これ

らの結果から、家族支援においては本人への支

援だけでなく、親自身の回復過程に着目する必

要性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

ゲームに関連する問題を抱える親・家族は、生

活や関係性の変化による困難を経験しながらも、

関係を維持するための試行錯誤を行っていた。

本研究は、ゲームに関連する問題を抱える家族

の経験と回復過程の一端を示す知見を提供する

ものであり、今後の家族支援のあり方を検討す

る上で有用な示唆を与えると考えられた。 
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